


　過去3年間で子育て世帯1000世帯以上が枚方市に
転入されました｡(図1参照）それでも自然減は避け
られず､高齢化率は高まります｡(図2参照）　　　　
　各自治体が未だに効果的な少子化対策を打つこと
ができていない今、まずは子育て政策を充実させ、
次世代を担う若い世帯に枚方市が選ばれることを続
ける必要があります。こうした市外より転入をされ
る方たちの本市を選んでいただいた理由をもとにさ
らなるプロモーション強化を行うよう働きかけをし
ております。　　　　　　　　　　　　　　　　　                         
　そうした積み重ねにより枚方市におけるブラン
ディングの確立を目指していくべきだと考えます。

　私は保育園におけるICT利活用促進はより進めてい
くべきだという立場です。既に保育システムの導入
により一定労力の削減が進んでいますが､改善の余
地はまだあると考えます｡(退職理由の上位に業務量
に関する事由が並ぶ※図5参照)　　　　　　　　　
　例)データ活用によるスムーズな引継ぎを｡　　　
→一般的な保育園では朝7時から夜7時頃までかわる
がわる保育者が変わりながら多くお子さんを保育し
ています｡その際に口頭引継ぎだけでなくデータを
蓄積をすることでヒヤリハット共有などにもつなが
ります｡また将来的にはお子様一人ひとりにあった
保育・教育に活かすことができる重要なデータベー
スとなります。　　　　　　　　　　　　　　　　
　ICTは導入するだけでなく､業務の可視化を行い確
実に業務改善を行うことと収集したデータをどのよ
うに活かすかが働いている皆さまの業務負担軽減や
保育の質向上に繋げていくことが重要です。2025年


